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1982 年 4 月　日本体育大学体育学部社会体育学科入学
1986 年 3 月　日本体育大学体育学部社会体育学科卒業
1986 年 4 月　日本体育大学体育学部助手
1989 年 4 月　大宮開成中学・高等学校教諭
2006 年 4 月　日本体育大学女子短期大学部准教授
2010 年 4 月　日本体育大学体育学部准教授
2013 年 4 月　日本体育大学体育学部教授
2017 年 4 月　日本体育大学アスレティックデパートメント長
2018 年 4 月　日本体育大学スポーツマネジメント学部教授
【競技歴】
2009 年 9 月　 第 45 回世界ターゲットアーチェリー選手権大会　韓国（蔚山）　アーチェリー　
第 3 位（団体）
2009 年 6 月　埼玉県国体最終選考会　埼玉　アーチェリー　70mRound 687 点の日本記録を樹立
2006 年 6 月　 2006 ワールドカップトルコ大会　トルコ（アンタリア）　アーチェリー　第 2 位（個
人）
2006 年 6 月　世界ランキング　アーチェリー　第 1 位（2006 年 9 月まで）
2004 年 8 月　アテネオリンピック　ギリシャ（アテネ）　アーチェリー　第２位（個人）
2002 年 9 月　第 14 回アジア競技大会　韓国（釜山）　アーチェリー　第１位（個人）
1996 年 7 月　アトランタオリンピック　アメリカ（アトランタ）　アーチェリー　第 19 位（個人）
1994 年 10 月　第 12 回アジア競技大会　日本（広島）　アーチェリー　第２位（団体）
1992 年 7 月　バルセロナオリンピック　スペイン（バルセロナ）　アーチェリー　第 17 位（個人）
1991 年 9 月　 第 36 回世界ターゲットアーチェリー選手権大会　ポーランド（クラクフ）　アー
チェリー　第 4 位（個人）
1990 年 9 月　第 11 回アジア競技大会　中国（北京）　アーチェリー　第３位（団体）
1990 年 5 月　 全日本社会人選手権大会　香川県　アーチェリー　70m344 点の世界記録を樹立
（1996 年まで）
1988 年 9 月　ソウルオリンピック　韓国（ソウル）　アーチェリー　第８位（個人）第６位（団体）



































































1984 年 7 月　 ロサンゼルスオリンピック　アメリカ　アーチェリー　第３位（個人）
1982 年 11 月　第 9 回アジア競技大会　インド（ニューデリー）　アーチェリー　第１位（個人）
1981 年　　　  世界ターゲットアーチェリー選手権大会（1981 ～ 2005）　アーチェリー　第 31


















































































































































































































































1988 年のソウル五輪は 8 位にとどまった．







勝てなかった．1996 年のアトランタ五輪は 19 位
に終わった．
「次こそは」と 2000 年シドニーを目指したが，
今度は国内予選で敗れ，出て当然と思っていたシ
ドニー五輪出場を逃してしまった．その時 37 歳．
年齢を気にするようになっていた．若いヤツには
負けたくないという気持ちがきわめて強く，集中
力が乱れていた．
シドニー五輪への道を断たれた後の約１ヵ月
間，精神的な障害が出た．練習場で弓を持てなく
なってしまった．構えようとしても，腕が上がら
ない．
私はそれまで，保健室にいる生徒，学校に来ら
れない生徒は「根性が足りないのだ」と単純に処
理する高校の体育教師だった．そういう生徒はモ
ノの考え方の中に気持ちの弱さがある，闘争心を
かきたてれば変わるはずだと決めつけていた．し
かし，自分が弓も持ち上げられなくなったとき，
人は目標を見失い，夢をなくしたら動けなくなる
ことを学んだ．
そんな私を癒してくれたのは，ペットショップ
の犬だった．生徒も含め，周りの人たちは，みな
気をつかってくれた．だからなお，人間の目には
慰めを感じて辛かった．犬の目は違った．犬はた
だ愛くるしく見つめてくれる．約３週間，毎晩ペッ
トショップに通った．犬を飼うのは嫌だと言って
いた家内が飼うことを認めてくれて，言葉が通じ
ない犬を世話し始めたら心が和んできた．自分を
見つめ直す余裕が生まれた．ロサンゼルス五輪で
銅メダルを獲って以降，自分の中でアーチェリー
が楽しくなかった．メダルの魔力なのか．とにか
く上手くなりたい，より高い点を射ちたい，点数
に貪欲にチャレンジしながら工夫していた．金メ
ダルを獲るためになりふり構わず，どういう生活
をするか，何を食べるかまで考えた．16 年間，
そんなことをやっていて楽しかったか？　自問す
ると，ちっとも楽しくなかった．もうメダルのた
めにやるのはやめよう．練習を休んでもいい．そ
う考えたら，家のこともやれる，練習よりも子ど
もの運動会を選べるようになった．
4.2 自分のペースで行けばいいなと姿勢を変えて
臨んだアテネ五輪．
2004 年，アテネでまたオリンピックの舞台に
立てた．メダルへの執着はなかった．自分の記録
を上げることだけを考えて臨んだ．
どこまで行けるか，楽しもう．相手を尊敬して
戦おう．相手が 18 歳でも関係ない．この舞台に
出てくる選手は年齢に関係なく，みな優秀な選手
ばかりだ．そういう仲間たちと，素晴らしい試合
ができたらいいな，自然とそんな気持ちになって
いた．
２回戦の相手は最強とも言われたミケーレ・フ
ランジィーリ（イタリア）．当時は泣く子も黙る
存在だった．ところが向こうが力んでしまって，
私に勝利が舞い込んだ．無心で臨む私の心理状態
が有利に働き，フランジィーリに重圧をかけたの
かもしれない．その後の試合でも私はしびれ感が
まったくなく，すっかり楽しんで射って決勝まで
勝ち上がった．
246
オリンピックスポーツ文化研究　2020. 6　No. 5
決勝が始まる前に思った．やめなくてよかった，
もう一度この舞台に戻って来られた．もう金か銀
しかない．さすがに金メダルマッチになったとき
は少し心が揺れた．マルコ・ガリアッツォ（イタ
リア）に３点及ばず準優勝．だが 20 年前の銅か
らやっとひとつ色を変え，銀メダルを獲れた．
その後は４回続けて落選しているが，耐えなけ
ればいけないと受けとめている．アマチュアに引
退はない．私のアーチェリー人生はこれからも続
く．
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